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1. エレクトロニクス産業と実装技術

　21世紀になり早 15年になります。皆様と日本，世界に
とり 2015年は良い年でありますように。さて，日本の現状
はどうでしょう？世界の情勢は？　IPCCは第 5次報告書で
地球温暖化は確実に進行しており，人間の活動に起因する
確率は 95%以上であると報告しています。西暦 1年頃に推
定 1億人だった世界人口は 1,000年かけて 2倍の推定 2億
人になり，産業革命前に約 7億人になりました。この後，
人口は急速に増加し現在，約 72億人に達しました。この急
激な増加の傾向はさまざまな現象に現れ，簡単には図 1の
ような傾向を示します 1)。この間，急激な技術の進歩は，
人間の寿命を長くし，物質的な豊かさを与え，人口の増加
と二酸化炭素の増加による地球温暖化，さまざまな環境問
題と社会問題をもたらしています。皆さんは物質的に豊か
になったことで，生活や精神面，家族・親戚・友人の関係
で幸福を感じますか？絆は強くなりましたか？　社会の豊
かさを表す指標はいくつかありますが GDP（国内総生産）
の他に地球幸福度指数があります。地球幸福度指数は GDP
や経済成長と正確には一致しない傾向があります。これは
精神的な豊かさが物質だけでないことを示します。今，科
学技術が行うべきことは何か？行くべき方向はどこか？　
実装技術と電気電子産業そして環境調和から考えましょう。
　エレクトロニクス実装技術は，はんだ接続や部品搭載か
ら半導体，電子部品，配線板，部品内臓基板，システム設
計，シミュレーション，評価・検査技術，関連材料，環境

技術，実装設備など多岐に渡ります。エレクトロニクス産
業の歴史を見ると，エジソンが 1879年に白熱電球を発明し
てから，日本は 1900年ころ家庭に電球が入り，扇風機など
も出てきました。家庭電化製品で考えると 1950年代にさま
ざまな家電製品が生活の中に入って来ました。蛍光灯，ラ
ジオ，ブラウン管 TV，冷蔵庫，洗濯機，自動式電気釜，
電気こたつなどです。これにより主婦の生活は変わってき
ます。70年代になると現在とほぼ同じ家電製品が揃い，生
活様式もほぼ同じようになります。ステレオに代表される
音響機器，モバイル機器も出ます。80年代になると家電製
品は，基本機能はほぼ同じですが，より洗練されて来ます。
ウォッシュレット，CDプレーヤー，ビデオ，自動パン焼
き機など嗜好品が多くなります。2000年代になると TVは
薄型になり液晶 TVが主流になります。エアコンの家庭へ
の設置は当たり前，冷蔵庫は大型化し広い冷凍室が付きま
す。LED照明，パソコンを使いインターネットを利用，
DVDや Blu-ray Disc，半導体メモリの記録メディア，携帯
電話など携帯機器の普及，家は PVパネルの設置による太
陽光の利用など多岐に渡ります。それぞれの製品はより洗
練され新しい機器が出ます。現在は，スマートホン，ロ
ボット掃除機，布団クリーナー（ダニ除菌），ウエアラブル
デバイス，3Dプリンタ，クラウド健康管理機器，海外では
空気清浄機（対 PM2.5）などです。表 1に簡単にまとめま
す。いろいろありますが，これらのエレクトロニクス製品
の設計，製造に実装技術は必要不可欠です。そして製品の
高性能化，信頼性，品質，高機能と小型化などを支えてい
ます。実装技術はこれらの製品，生活様式と共に成長して
きました。けれども，製品をよく見ると人間が生活の中で
使用するものですから目的と基本は手作業で行っていた時
と変わっておらず，電気がなくなった場合には，人が行う
ことができる内容のものを家電製品で代用しているだけで
す。製品もある程度，予想できます。
　そのような中で 1990年代ころまでは日本のエレクトロニ
クス産業は世界でトップでした。世界の多くの家庭は家電
製品を持つことが夢で，日本製 (Made in Japan) はステータ
スでした。いつから世界は変って行ったのでしょうか？　
それは 1980年代ころから段階的に始まりました。日本の電
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図 1.　人類の歴史：急激な増加の傾向（人口・1次エネル
ギ使用量・CO2排出量など）
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